
令和３年（２０２１年）７月２０日（火）
大学コンソーシアム熊本地域創造部会

「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」事前説明会

県テーマ「令和２年７月豪雨の被災地域
における地域の持続に必要な取組みについて」

の趣旨等について

熊本県企画振興部企画課



【本日の説明内容】
１ 県の課題の趣旨

２ 今回の「地域課題」について

３ 取組みの進め方

４ 災害以前からある地域課題の抽出事例

５ まとめ



１ 県の課題の趣旨

【地域課題①】
令和２年７月豪雨の被災地域※における地域の持続に必要な取組みについて
※八代市、人吉市、芦北町、錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町、水上村、相良村、五木村、山江村、球磨村
及び津奈木町の１３市町村

【背景】
○令和２年７月豪雨の被災地域は、災害以前から人口減少と地域経済活動縮小が課題
○災害により更なる人口減少も懸念（地域消滅の危機！）
○地域を持続させるためには、現状の地域課題の把握と適切な政策立案に基づいた
対応が必要

令和２年７月豪雨で甚大な被害を受けた市町村を対象に、地域の課題を
抽出・分析し、その課題を解決するような政策を提案していただく

地域の未来を担う若い皆さんの思いが重要



２ 今回の「地域課題」について

目指す姿：「地域の持続」
現 状：？？？

目指すべき「地域の持続」と「現状」のギャップを解消するために
「すべきこと」が今回の「地域課題」

現状

このギャップが課題

課題とは…
指
標(

人
口
等)

例）時間軸

目指す姿

今回のケースは…



３ 取組みの進め方（１）

１ １３市町村から１市町村※を選んでください（必須）
※必ず１市町村としてください。選ぶ理由は何でも構いません。

２ 「地域の持続（目指す姿）」について考える
例）住民が幸せに生活し続ける。（人口維持・増加、経済活動維持…など）

３ 対象市町村の現状を把握する（地域の持続に関連があるもの）
・令和２年７月豪雨の被害状況
・災害以前の人口推移
・災害以前の経済活動
・住民のニーズ など

市町村を１つ選び、地域の持続に関連することについて現状を把握

取組みの進め方

市町村の復旧復興プラン、
各種統計データを参照



３ 取組みの進め方（２）

４ 地域の課題を見つける
・「取組みの進め方」の「２」「３」から現状で足りないこと
（目指す姿とのギャップ）を明確化。

・解決策を考えやすくするため、課題はできるだけ細分化する。
（例： ×人口減少 ○10-15歳人口の減少）

５ 解決策を考える（仮説を立てる）
・どうすればギャップを埋められるのか、地域の強み・弱みを整理する。
例）○市の特産品の売上げが▽億円上がれば新たな雇用が○人生まれ、

人口が増加するのでは

目指す姿と現状のギャップから課題を見つけ、解決策としての仮説を立てる

取組みの進め方



３ 取組みの進め方（３）

６ 仮説を検証する
・住民や自治体の関係部署の方々の声を聞く（フィールドワーク等を通じて）
・現地で集められる細かいデータを参照する（地元商店の売上げ等）

７ 政策を提案する
「１」～「６」を整理し、政策を考える
・目指す姿と現状のギャップから、どの程度の時間を要するものかを踏まえた上で
目標を設定。

・目標を達成するための手段を検討し、「すぐできるもの」や「時間がかかるもの」等
に分類。

・最終目標までのロードマップ作成（手段毎に中間目標（マイルストーン）を立てる）

目指す姿から仮説の検証までを踏まえて政策を立案

取組みの進め方



４ 災害以前からある地域課題の抽出事例
人吉市について分析してみました

目指す姿：人吉市に生まれ育った方々が地元で豊かに生活できる

現状は…

●総人口
●0-14歳

●65歳以上
●15-64歳
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課題：進学で地元を離れた若者が働きに戻ってこられるまちづくり

市町村の計画などを参考にしてください

出典：e-Stat「平成27年国勢調査」

※２０２０年以降は推計値

出典：RESAS「人口推移」



４ー１ 解決に向けたデータ分析（強みの把握）

人吉市の「働く場所（産業）」に関する強みは…

京都市

熊本市

人吉市

熊本県

全国

各地域における産業別の企業数割合

12.5%

14.4%

19.6%

地域外から100億円近く稼いでいる

宿泊・飲食サービス

業種別の地域外からの移入額

人吉市は京都市より
宿泊・飲食の

企業の割合が高い

宿泊・飲食サービス

人吉市の強み：宿泊・飲食サービス（観光？）

12.3%

13.3%



４ー２ 解決に向けたデータ分析（弱みの把握）

2019年の2-3泊割合
人吉市：59.6％
京都市 ：64.5％
福岡市 ：61.7％
熊本市 ：49.4％宿

泊
業

飲
食
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ー
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ス
等

宿泊・飲食業の特化係数
「１」を超えると
全国平均より高い
ことを示します

付加価値額
（利益）

従業者数

労働生産性

１泊

２－３泊

４泊以上

延べ宿泊者数（総数）の推移

労働生産性が低い

全国の観光地と比較す
ると2-3泊の割合が低い

人吉市の弱み：２-３泊の割合が低いなど、宿泊・飲食の生産性が低い

人吉市の「宿泊・飲食サービス」に関する弱みは…



４ー３ 人吉市の課題の解決策

【解決策】
地元を出た若者が魅力的と感じられる宿泊・飲食サービス事業の創出

目指す姿：人吉市に生まれ育った方々が豊かに生活できる

現 状：進学で地元を離れた若者が就職時に戻ってこない

課題：進学で地元を離れた若者が働きに戻ってこられるまちづくり

このあとは…
住民や自治体へのヒアリングなどを行って「仮説検証」し、解決策を
実現するための手段や目標、スケジュール（ロードマップ）を作り
政策提案とする！



【参考：統計データ紹介】
RESAS：https://resas.go.jp/ E-Stat：https://www.e-stat.go.jp/

👈各市町村のホームページに「統計」に
関するページもあります



５ まとめ
１ 県の課題の趣旨
・地域の未来を担うのは皆さんのような若い世代。
・新しい視点で地域の課題を抽出・分析して、その課題を解決する政策を提案して
いただきたい

２ 取組みの進め方
・対象市町村を決め、「地域の持続」を考えた上で、データなどで「現状」を把握。
・そこから「課題」を抽出し、「解決策」を検討し、「仮説」を立てる。
・住民や自治体にヒアリングなど行い、仮説を検証し、政策を立案する。

若者だから気がつく独自の政策提案をお待ちしています！


